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長崎大学キャンパス情報ネットワークは、各学部等の建物内部に張りめぐらされたネット

ワーク(部局 LAN)と、それらを相Eに接続するための全学共有部分のネットワーク(基幹

LAN)との総称で、 NUNet(Nagasaki University campus information Network) 

という名称を持ち、大学全体の情報伝達基盤↑1として、 94年6月から正式運用が開始され

ました。その後、学部の経費での部局LANの拡張や、また 95年度補正予算による整備 ([1])

によって、部局 LAN/基幹LANともさらに増強されてきました。

現在では、 wwwや電子メールの普及により、 NUNetに接続している計算機は 3，000台

以上と推定され、また、電子メール利用のための“NUNet共同システム"(5.3節)に登録

されている職員は 1，000名を越えています。

そこで、本稿では、

1.設備としての NUNetの歩み

2. NUNet上のサービス機能

3. NUNetの運用管理体制

4. NUNetと総合情報処理センター

5. NUNetの今後の課題

について簡単に説明してみたいと思います。

最近になって IネットワークJを使うようになったので今までの経緯を知りたい方、総

合情報処理センター(以下、「センターJと書きます)と NUNetの関係や、新しくヲ|かれ

たATM(と皆が呼んでいる)ネットワークと今までの NUNetとの関係などで混乱されてい

る方、新しく赴任されて NUNetの存在を知らない方、等の参考になれば幸いです。

2 設備としてのNUNetの歩み

2.1 第 1期 (1989・91年)

(個別の LANとその相互接続)↑2

センターでは、 89年の計算機システムの機種更新の時から、建屋内にlOb錨 e5同軸ケー

ブル(いわゆるイエローケープル)を引き、端末室や研究室のパソコンと、ホスト計算機の

わ当然インターネットともつながっています。また、自宅等から電話回線でアクセスできます。

t筆者が長崎大に赴任したのは 90年末ですから、半分は伝聞です。
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聞をイーサネット方式で接続していました。また、そのころから、工学部(89年[2]，[3])、歯

学部病院 (89年 [4])、医学部 (90年 [5])等でも同様に、建屋内にイエローケープルを引き回

して学科や学部規模の計算機ネットワークを構築する事例が現れ、建屋内部での、端末と

ホスト聞の接続や、プリンタ/ファイルの共有等が始まりましたわ。

(基幹LANの前身)

センターや工学部に部局 LANができると、建屋内部での通信だけでなく、

・部局 LANからセンターのホスト計算機を利用したい

・センターからインターネットにつながった(次項参照)ので、部局LANからもインター

ネット(当時は、電子メールとファイル転送が主)を利用したい

という要望が強くなり、センター、工学部 (1号館及び2号館)、歯学部病院、医学部基礎棟

の部局 LANは、順次、 IP通信hによって相互接続されていきました。これらは基幹LAN

の前身ということもできますが、まだセンターの計算機をリモートから利用する形態がそ

の大半でした。

当時、一般的には、学部のパソコン等からセンターの計算機を利用するには、構内内線

網に“モデム"や“デジタルホン"というものを介してパソコンをつなぐ方法が主流でした。

が、その利用のために、以前よりセンターの経費でキャンパス聞に専用回線を借りていま

した。この回線が、坂本地区の部局 LANを接続することに役立ちました。

一方、 88年の東北大学と京都大学を皮切りに、“FDDI方式の学内 LAN整備"が旧帝大

から順に開始され、長崎大学でも、 88年、センターの運営委員会の下に“統合情報通信シ

ステム設置検討専門委員会"が設置され、構想の検討や概算要求が始まりましたh。

(インターネット接続)

91年に文部省学術情報センターわが運用する“学術情報ネットワーク(私設X.25パケッ

ト網)"のノードがセンター内に設置されましたが、それと同時に、学術情報ネットワーク

上の IP通信実験用仮想網という位置付けの JAINt6に参加させていただき、九州大学と

IP接続し、 nagasaki-u.ac.jpというドメインとして初めて“インターネット"に接続しま

した。通信速度は、 9，600bps↑7でした。

2.2 第2期 (1992・95年)

(部局 LAN)

↑2筆者が長崎大に赴任したのは 90年末ですから、半分は伝聞ですo

t3 Intemet Protocol =インターネットで使われている通信手順

ド90年には、“長崎大学キャンパスネットワーク"という名称、で、 .FDDI方式の学内 LANの基本構想が提
言されています。

t5 http://www.nacsis.ac.jp/nacsis. index.html 

t6 Japan Academic Inter-university Network 
↑7 bps =ピット毎秒
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前節の学内 LAN整備予算がつくベースは非常に遅く(年2校)、一方、研究活動における

ネットワーク利用の重要性は広く認識されてきたため、このままでは長崎大学は取り残さ

れるのではないか、という懸念が広がりました。

そこで、センター運営委員会や前述の専門委員会から、計算機ネットワークの必要性を

全学に呼びかけ、 92~93 年の 2 年計画で、センターを含む全学部で経費を出しあって、各

学部の主要な建屋内の廊下の壁や天井裏にイエローケープルを張りめぐらせ、イーサネッ

ト方式の計算機ネットワークを構築する工事が行なわれました [6]。

そこへ93年末に、全国一斉に“新社会資本整備"補正予算(いわゆる FDDI方式学内LAN

整備)がついたので、それによって計画を拡大し、学内各所のイエローケープル上に、端末

の接続を容易にするための集線装置(8ポートのリピータ型HUB)が200台以上設置されま

した。

また、主な学部に UNIXワークステーションが設置されました。当初はセンターが管理

し、センターの計算機システムを使うためのリモート端末として使われていましたが、そ

の後のwwwによる情報発信の流行に伴い、学部に運用を移管し、学部のwwwホーム

ページサーバ等として活用されています。

一方、いくつかの学部では、利用をさらに促進するために、自前の経費で、 fHUBから

各教官の研究室まで配線を引き込み、接続日としての情報コンセントをつける」という追

加工事が行なわれました。

(基幹LAN)

前述の学内経費による整備は、当初、基幹LANの部分をきちんと構築するには経費が不

足していたので、当座をしのげる最小構成で出発しました。しかし、ちょうど 93年度補正

予算がついたので、無事、基幹LANの部分も整備され、各学部内の“部局 LAN"(部局が管

理)と、それらを IP通信によって相互に結ぶ共有部分としての“基幹LAN"(センターが管

理)がすべて揃った、“長崎大学キャンパス情報ネットワーク"として完成しました。

公募によって、 NUNet(NagasakiUniversity campus information Network)という名称

が決まり、例年7月に披露式を行いました ([7])。

3つのキャンパス(文教、坂本、片淵)聞は以前から高速デジタル専用回線で結ぼれて

いましたが、キャンパス外にある、教育学部附属の学校(幼稚園、小学校、中学校、養護

学校)や水産学部附属の実験施設等も NUNetの一部として、専用回線や ISDNでIP通信

で接続されるようになりました。

キャンパス聞の接続は、坂本 192bps/片淵 64Kbpsの通信速度で出発しましたが、その

後、 384Kbps/ 128Kbpsに増速し、さらに 95年には、文部省から回線経費がつき、両方と

も、1.5Mbpsになりました。

(インターネット接続)

“学術情報ネットワーク"との X.25接続は、順次速度アップされ、 93年には 64Kbpsに

なりました。また、この年、九州地域研究ネットワーク (KARRN)協会hに参加し、 IP

通信的には、九州大学内の KARRNNOCに接続するという形式になりました。

ts http://四百.karrn.ad.jp
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一方、“学術情報ネットワーク"においても、実験的に行なわれていた IP通信の通信量

が全国的に激増し、また、インターネットの必要性への認識が高まったことから、従来の

X.25網とは別に、 IP通信専用のネットワークである SINETt9の運用が開始されました。

そして、 93年末には、この SINETの長崎地区ノードが、センター内に設置され、長崎大

学は、今度は、 IP通信的には SINETに参加することになりました。これにより、九州大

学との聞の通信速度は、 192Mbpsになりました。

また、 SINETのノードは、県下の大学、短大、高専等の学術研究教育組織のインターネッ

トへの接続ポイントの役目を果たしています↑100

この頃から、大学や特定分野の企業だけでなく、広く世の中にインターネット接続の普

及が始まり、囲内の接続組織(ドメイン)数が 1，000を越えました↑110

その後、学外通信速度は、 94年に 1Mbpsに、さらに、 95年 10月に 6Mbpsに増速され

ました。実に開始時点の 9，600bpsの六百倍です。

2.3 第3期(1996年一)

(部局 LAN)

95年度補正予算(いわゆる ATM方式学内 LAN整備)において、主要な建屋に、

・建屋内の 1箇所に基幹LANとの接点(部局 LANの出入口)となる ATMノードを置き、

基幹LANと接続する。

・建屋内の 1~数箇所に 25 ポートの高速集線装置(スイッチング型 HUB) を置き、 ATM
ノードとの聞を配線する。

・教室や研究室等の多くの部屋(全学で約 1，000箇所)に接続口(情報コンセント↑12)を

取り付け、最寄りのスイッチング型HUBとの聞を UTPケープルで配線する。

・原則的に、 ATMノードとスイッチング型HUB間は 100Mbpsのイーサネット方式で、

スイッチング型HUBと情報コンセント(の先につながるパソコン等)との聞は 10Mbps
のイーサネット方式で、それぞれ接続する。

というスター状配線のネットワークが構築されました(図 1及び記事[1]参照。)。

情報コンセントまで配線されている UTPケープル(カテゴリ 5非シールド撚対線)は、

100M ~ 155Mbpsの高速通信にも対応できるケーブルであり、また、各フロア等の単位でお

かれた配線盤(パッチパネル)によって切替えることができるので、今後の部局内での拡張

にも柔軟に対応できます。

さて、部局LANの中には、以前からのイエローケープルやそこにつないである HUBか

らなる配線もあり、そちらに継っているパソコンもまだ多数あります。その関係は、

・建屋内に今回新しく引かれた設備(配線)と旧イエローケープル系の設備(配線)が共存

↑9 http://WWW・nacsis.ac.jp/network-j.html

↑10そういう意味では、この九州大学との回線は、長崎大専用ではなく、 SINET長崎地区ノード利用組織で
共有しているものです。

tl1ちなみに現在は、既に 14，000を越えています。

t12“ATM"という文字が書いてありますが、別に“ATM方式で通信するコンセント"という意味ではあり
ません。
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学部の建屋

凡例 SWH :スイッチング型即B(集線装置 M:大型パッチパネル{配線鍍}

hub: リピ一世型HUB(集線装置 P 中型I~ "J チパネル{配線盤)

圃圃圃:光ケーブル ー一一 :UTPケーブル .:情報コンセント

切切:イエロニーケーブル PC:パソコン等の機器

図 1 部局 LANの構成イメージ図

しており、この 2つの系統は建屋内のー箇所で継っている。通信方式的には両方とも

「イーサネット Jである。ただし、 2つの系統が同一サブネットか別サブネットかは学

部による(前者が多い)。

・建屋外との通信は、 ATM方式の出入口 (ATMノード =ATM交換機 +ATMルータ)

と従来の FDDI方式の出入口 (FDDIノード=FDDIルータ)と 2つある。 ATMノー

ドは占有 155Mbps回線×複数本で、 FDDIノードは共有100Mbps回線で、それぞれ建

屋外と接続されている。

・新/旧どちらの配線系統も、建屋外との通信時は、通常は ATMノードを通り、パッ

クアップや特別な宛先に関しては、 FDDIノードを通る。

参考資料として、 97年3月現在の部局 LANの建屋の一覧を、本稿の最後に付します。

(基幹LAN)

95年度補正予算では、“ATMネットワークシステム"が題目であったので、まだ技術的

には発展途上の ATM方式で増強しました。概要は、記事 [1]に書いた通りですが、 ATM

上で IP通信を行なう仕組みに LESを採り入れた等、若干変更点もあります。

その増強部分は、昨年末ぐらいから本格稼働を始め、この 3月には安定状態に入る見込

み(希望?)です。

・各キャンパスに 1つの集線型ATMノード(センター、医学部病院、経済学部本館)を

置き、他の学部には支線型ATMノードを置き、集線型ATMノードから支線型ATM

ノードへスター状に光ファイパケーブルを配線する。

唱
E
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F
k
d
 

唱
E
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-各キャンパスに 1つのLES(LANemulation server)を置き、キャンパス毎に ELAN(Emulated 

LAN)を構成する。
・原則的に、 ELANをキャンパス内の IPルータのパックボーンとして使う。ただし、セ

ンターの一部のサーバ計算機は、 ELANに直結する。

・キャンパス聞は、複数の PVCを張り(冗長構成)、 ELAN聞を IP接続する。

現状での ATM方式は、トラプルやバージョンアップ、あるいは設定の変更によって不安

定な状態になることが避けられないと予想され、従来の FDDI方式の基幹LANとは補完し

あう関係になります。図 2参照。

また、キャンパス聞は1.5Mbpsのままなので、あまり ATM化の恩恵は受けていません。

文教地区 坂本地区

凡例

付柑~ : ATM-ELAN基幹LAN

6 帥 : FDDI基幹LAN

図 2 基幹LANの構成イメージ図

(インターネット接続)

全国の学内 LANにおける ATM方式の整備に先行して、“学術情報ネットワーク"にお

いても内部の ATM化が進められましたo そして、今年から学内 LANと“学術情報ネット

ワーク"の ATM的な相互接続の実験が開始され、長崎大学でも 3月中に接続実験を予定し

ています。

また、 SINET長崎地区ノードに接続される組織も増えよ 97年3月時点で、長崎総合科学

大学、長崎県工業技術セン夕、長崎市淵中学校、長崎県立大学、長崎外国語短期大学、活

水女子大学、佐世保工業高専、長崎県窯業技術センタの 8組織です。さらに、ウエスレヤ

ン短期大学、長崎県教育セン夕、純心女子大学が準備中です。
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3 NUNet上のサービス機能

NUNet全体の基本機能は、 IP(InternetProtocol)通信による計算機聞の相互接続ですが、

その上で、以下のような、全学から利用できるオープンなサービス機能(アプリケーショ

ン)が提供されています。

もちろん、これ以外に、特定の学部/学科あるいはグループ、業務等を対象としたクロー

ズな機能が、多数実施/運用されているはずですが、ここでは省略します(もちろん一般に

はセンターが把握することはできません)。

A:大学全体としてインターネットに参加し、インターネットのサービスを効率的に利用

するために必要な中継/連係機能

大学の出入り口に少なくとも 1つはこれらのサーバ機能が必要で、あり、一般にセンター

がそれを運用・提供しています。例えば、 4.2節の“一般利用者のパソコンがドメイ

ンホスト名を(インターネットに対して)持てるようにする"というのは、センターの

登録用 DNSネームサーバの機能です。

また、サービスを直接利用するのは、計算機(クライアント、サーバ)であり、それを

使っている人間(利用者)が意識することはあまりない、裏方的機能です。

登録用 DNSネームサーバ パソコンの DNS情報をここに登録

参照用 DNSネームサーバ パソコンが DNSをヲ|く時にここにアクセス

電子メール中継 学内外の聞でメールを中継

電子ニュース中継 学内外の聞でニュースを中継

ファイアウオール 学内外の聞の危険な通信を遮断

mbone中継 学内外の間で MBONEを中継

VVVVVV proxyjcache 学外への VVVVVVアクセスをキャッシュ付中継

B:その他、ネットワークを直接利用する各種サービス(ネットヲークサービス)

i7U |サーバ提供者 |利用手続

電子メール利用サーバ センター あり

電子ーユース(購読/投稿)サーバ センター なし

匿名 ftpjgopherによる情報アーカイブ センター なし

匿名 ftpによる情報アーカイプ 電気情報工学科 なし

NUNet VVVVVVサーバ センター なし

部局や研究室での VVVVVVサーバ 各部局等 なし

dialup PPP jTTYサーバ センター あり

メーリングリスト開設サービス センター あり

時刻同期サーバ (NTP) センター なし

センターの提供している分を簡単に説明します。具体的な利用については以下のペー

ジを御覧下さい。

q
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http://www.nagasは i-u.ac.jp/nunet/nunet-jis.html

1.電子メール利用サーバ (NUNet共同利用システム)

fNUNet共同利用システムJ(いわゆる、 netlO/net2 10)と呼ばれる、学内の

全職員が無料で電子メール等を利用できる UNIX(アカウント)サーバを運用して

います↑130 4.2節を参照下さい。

2.電子ニュース(購読/投稿)サーバ

電子ニュースの記事が蓄積され、ここから記事を読んだり、ここへ記事を投稿し

たりします。利用可能なニュースグループは、国際的なもの、国内中心のもの、学

内向けのもの等合わせて、 2000以上あります。

仕組み的には利用登録は不要で、 NUNetに継ってさえいれば、誰でも利用可能で

す。しかし、利用のマナーとして、自分の書いた記事に責任を持つためにも自分

の電子メールアドレスを持っていて、投稿記事にはそれを明記することが要求さ

れます。

3.匿名 ftp/gopherによる情報アーカイプ

著名なフリーソフトやドキュメント等を、各人が重複して学外へ取りにいく必要

がないように、センターでも収集して公開してます。

4. NUNet WWWサーバ

大学ホームページ寸14 やNUNetホームページ、↑15を公開するために運用していま

す。なお、センターの部局としてのホームページ↑16 もこのサーバ上にあります

が、将来分離可能なように、 URLを分けています。

5. dialup PPP /TTYサーバ(電話回線からの NUNet利用)

自宅等のパソコンからモデムを使って電話回線経由で NUNetへアクセスすること

ができます。接続の形態には、 TTY(無手順)接続と、 IP(PPP)接続とがあります。

6.メーリングリスト開設サービス

メーリングリストとは、個人ではなくグループ(メンバーの集合)に対して電子

メールアドレスを与え、その宛先に電子メールを送ると、メンバ全員にそのメー

ルが配送(同報)されるような仕組みですが、 NUNet共同システムの利用者が、セ

ンターに申請することで、自分を主宰者としてメーリングリストを開設できます。

7.時刻同期サーノ-((NTP) 

正確な時刻を保持し、他の計算機へその正確な時刻を供給するためのサーバです。

このサーバを利用して、自分の計算機の時計を緩やかに同期させることができます。

C:直接ネットワークを必要としない機能を、ネットワークを介してリモートから利用す

る(オンライン利用サービス)

b3学部等で運用している電子メール利用サーバも多数ありますが.、それらは一般には他学部の人には使わ

せないクローズなサーピスと考えられます。

↑14 http://www.nagasaki-u.ac.jp/ 

fts http://www.nagasaki-u.ac.jp/home-jis . shtml 

↑16 http://w3.cc . nagasaki-u・aC.jp/
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例

センターの研究用計算機システム

センターの教育用計算機システム

図書館の目録検索 (OPAC)

図書館の文献DB検索 (Medline，CA)

サーバ提供者

センター

センター

図書館

図書館

利用手続

あり

あり

なし

あり

4 NUNetの運用管理体制

4.1 NUNet管理規則

基本的に、部局 LANはその部局が、基幹LANは総合情報処理センターが、それぞれ運

用管理しています。すなわち管理者は、それぞれの部局長です。

全体の総括管理は、学長を委員長とする長崎大学情報処理委員会、その下の総合情報処

理センター運営委員会が行ない、さらに運営委員会の下に、具体的運用の検討/調整のため

に、各部局 LANの管理運用担当者と総合情報処理センターとから構成される NUNet運用

専門委員会が置かれています。最新の NUNet運用専門委員の名簿は、

http://www.nagasaki-u.ac.jp/nunetimember-jis.html 

を御覧下さい。

これらは、 96年 4月に制定された、

• NUNet管理規則 (http://www.nagasaki-u.ac.jp/nunet/kisoku-jis.html)
• NUNet運用規程 (http://www.nagasaki-u.ac.jp/nunet/kitei-jis.html)
• NUNet運用専門委員会規程(http://www.nagasaki-u.ac.jp/nunet/iinkai-jis.html)

によって体系化されています。

例えば、部局 LANに自分のパソコンやワークステーション等を接続する場合、

1.部局LANの管理者である部局長(実質は NUNet運用専門委員が補佐/代行)に申請し、

許可を受ける。その許可を受けた者は、“端末設置責任者"になる。

2.その時、 IPアドレスを割り当ててもらう。

3.接続を取り止めるときも部局 LANの管理者へ届け出る必要がある。

となっています。

4.2 メールとネームサーバの運用

前節の規則/規程は、物理的なネットワーク接続と、一般利用原則についての管理を定め

るだけなので、実際の NUNetの利用にあたっては、他にも手続きが必要なものがありま

す。特に基本的なものとしては、

・自分の電子メールアドレスを取得するにはどうすればいいか?

・自分のパソコンにインターネット上の名前(FQDN= FullyQualifiedDomainNαme、

ここではドメインホスト名と呼ぶことにします)を付けるにはどうすればいいか?
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があると思います。これらについては以下のようになっています。

(自分の電子メールアドレス)

自分の電子メールアドレス (?????@???nagasaki-u.ac.jp)を持つためには、ある“電

子メール利用サーバ"に利用者として登録される必要があります。

長崎大学(NUNet)全体では、強制的に各人に一意な電子メールアドレスを振るような体

制はありません。学部、学科等の計算機で“電子メール利用サーバ"を運用して、そこで電

子メールアドレスを発行することは全く問題ありません。

ただし、そういうサーバを運用しない/できない学部や学科もあるので、センターの計算

機で、 fNUNet共同利用システムJとして“電子メール利用サーバ"を運用しており、無料

で利用できます↑17

(自分のパソコンのドメインホスト名)

自分のパソコンのドメインホスト名 (??????nagasaki-u.ac.jp)を持つためには、ネー

ムサーバ (DNS= DomainNαmeSystem)に、そのパソコンの IPアドレスやホスト名の

情報を登録してインターネットに公開する必要があります。

これも学部、学科等の計算機で“ネームサァノV を運用して、そこにホスト情報を登録す

ることは全く問題ありません。

ただし、そういうサーバを運用しない/できない学部や学科もあるので、センターの計算

機で、 NUNet全体の“ネームサーバ"を運用し℃おり、部局のパソコン等の“ホスト情報"

を登録することができますれ80

4.3 現実の運用体制の問題

現在の運用管理の体系は、大きな分担を示しただけで、基幹LAN、部局LAN共に、実

際には組織が整備されたわけでも、専任のスタッフがついたわけでもありません。

記事 [8]にあるように、ネットワークの高度化やネットワークへの依存度の高まりと共

に、このままでは破綻する危険を含んでおり、片手間やボランティアでない永続的/専門的

な運用体制(特に実作業に関して)の整備が急務です。

例えば、部局LANの構成設備や配線が増え、柔軟で高速通信が可能になっていますが、

大規模になってきた分、それだけきちんと管理する必要があります。そこで、部局内でそ

の体制は決まっているか?周知されているか?という問題があります。

・配線を管理・把握する資料とその更新。

・間違い(トラブル)を避け、責任を明確にするため、部局内で許可なく勝手につなぎ替

えないようにすることの合意。

・空きポートの割り当て調整。

・故障(障害)の切り分け。

・故障(障害)時の経費負担。

↑17申請方法は、 http://叩冒.nagasaki -u'. ac. j p/nunet/nunetsys-j is . htmlを御覧下さい0

t18申請方法は、前述の NUNet運用専門委員経由で、申請用紙を提出下さい。
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-これらにまつわる事務処理の体制/ルール

一例えば、複数の研究室で共有しているある HUBが故障したら、誰が動いてどうい

う手続きを取ればいいのか?

等は、本当に各部局で明確になっているでしょうか?

障害の切り分け(利用トラプルの対応)に関しては、 NUNet運用専門委員会とセンターで

“障害切り分けマニュアル"の作成を検討中です。

5 NUNetと総合情報処理センター

ここで少しセンターの宣伝をさせていただきます。 NUNetのうちの“基幹LAN"はセン

ターが運用管理しているので、センターとは縁がないと思っている人でも、研究室でパソ

コンを HUBにつなぎ、 wwwや電子メールを情報検索/情報交換の手段として使ってい

る「あなたjは、既にセンターとは無関係ではいられないわけです。

しかし、当然ですが、センターは NUNetに関することだけをやっているところではあり

ません。むしろ、そうでない部分が本来の役割でしたが、時代の変選とともに、

1.研究用計算機システム

2.教育用計算機システム

3. NUNetの基幹/共同機能

等のサービスの提供及びそれらの利用に関する情報の提供(啓蒙)、さらに、それらの技術

動向の調査/企画立案/利用技術開発を行なうこ芝が求められるようになってきました十240

このうち、前半の 2項目(研究用計算機システム、教育用計算機システム)は、 「研究・

教育系サービスJと呼んでおり、それを実現している計算機システムは、月額 1，200万円

の巨額な「電子計算機借料」予算でレンタルしているもので、この 1月に機種更新を行なっ

て新システムになったばかりです。一般に「センターの計算機システム」というとこちら

を指す場合が多いと思います。

一方、最後の 1項目 (NUNetの基幹/共同機能)は、 「ネットワ・ーク系サービスJと呼ん

でおり、主に 93年以降の一連の学内 LAN整備の中で購入された通信設備、装置、計算機

システムによって実現されています。

5.1 研究用計算機システム

学内共同の学術研究のための情報処理環境であり、

1.モデル解析、データ(統計)解析、シミュレーション等やその可視化のための計算環

境。 FortranやCでプログラムを組む場合と、アプリケーションソフトとその上の専

用言語を使う場合との両方があり、前者のためのプログラム開発環境も含む。

2.研究作業全体をサポートするための、 www、メ}ル、ニュース等の利用や、1EX等

の文書作成、データの貯蔵、データ媒体変換装置などの一般的な情報処理環境。

↑24スタッフは増えていませんが、、、
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を提供しています。昔からのいわゆる“科学技術計算"としての使い方で、 rF課題jと呼

ばれているアカウントによる利用形態です。科学技術計算の需要自体は、工学系のみなら

ず、医学系、人文系でも急増していますが、逆に、これらは、わざわざセンターを使わな

くても、各研究室のパソコンやワークステーションでできることが増えてきました。詳し

くは、別記事で紹介される予定です。

このシステムを自分の研究室のパソコンから使うためには、当然、 NUNetを通ります。

5.2 教育用計算機システム

学内共同の教育のための情報処理環境であり、

1.一般及び専門情報処理教育の講義演習のための情報処理環境。

2.その他の各種教育の講義演習(例えば英語)での利用(文書作成やネットワークによる

情報交換)のための情報処理環境。

3.各学生の学生生活(自習)の中での利用4文書作成やネットワークによる情報交換)のた

めの情報処理環境。

を提供しています。上の 2つは講義演習に使うので「教育用アカウント jと呼ばれ、 3つ目

は「学生用アカウント jと呼ばれています。

利用場所(端末室)、教材提示装置やプロジェク夕、 Windows95パソコン、 X端末、 UNIX
サーバ、周辺装置、そして、 Windows95やUNIX上のソフトウェア等の一式を、演習形式

での同時多数利用も考慮して用意しています。詳しくは、別記事で紹介される予定です。

なお、端末室に関していえば、とてもセンターの建物では足りないので、教養部や地域

共同研究センターの部屋の利用、あるいは自習場所としての図書館の端末用コーナーの利

用等の御協力をいただいています。

ただし、これらのセンター外の端末室からの一斉利用(授業中など)が、一般の NUNet
利用の迷惑にならないよう、通常の“基幹LAN"を通らないよう、センターの部局 LANの

一部としてバイパス回線を設けています(図 3参照)。

5.3 NUNetの基幹/共同機能

学内共同のネットワーク環境であり、既に本稿で説明してきたものです。

1.基幹LANそのもの。 TCPjIP手順による、部局間の通信や、インターネットとの通信

を提供しています。

2.ネットワーク(インターネット)上の基本的サービスの中継/連係機能 (3節参照)。

3.電子メール等を無料で利用するための rNUNet共同利用システムJ(3節参照)。

4.その他、ネットワークを直接利用する各種ネットワークサービス (3節参照)。

5.4 センター内のネットワーク構成

95年度補正予算での ATM-LAN導入(実質 96年 11月稼働)、 97年 1月の計算機システ

ムの機種更新を経て、現状は図3のようになっています。

研究教育系サービスのサーバとしては、主に AP3000というワークステーション集合体

システムがあり、ネットワーク系サ』ピスのサーバとしては、複数台の単体ワークステー
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ションがあります。これらは、 ATMまたは FDDIに直結されています。

利用時のトラフイツクやセキュリィティ境界を分離するネットワーク構成になっており、

また、ネットワーク障害時に必ず代替経路があるように冗長性を持たせています。

~.究教育系サービスー

卜群

(教養部、図書館、地域共同
セン夕、を含む}

. . 
‘ ‘ ー'ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-----ーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーー・--.-

ネットワーク系サービス

凡例 骨同開明 :ATM-ELAN

帥机 年i耕

R:ルータ ~ 
:.:.:.:.:.:.:] :スイッチングHUB

W:ネットワークサービス用 ~ 
ワークステーション

図 3 センター内ネットワークの概念図

6 NUNetの今後

まず、短期的には、センターとして自主的にできる範囲で(主に基幹LANに関して)、直

面している問題をクリアしていく必要があります。まず、以下のことは既に計画中です。

・電話回線からのアクセスポート (dialupPPP jTTY)の増設

・電子ニュースサーバの増強と検索機能の提供

・学外からのアクセスに対するセキュリィテイの強化

また、

・学外、特に海外へのアクセスが遅い (SINET)

という問題に関しては、 97年度に、 SINETの対アメリカ回線が 6Mbpsから 45Mbpsに増

速されることが決まっています。後は、 SINETの長崎大から九大までの回線が増速される

ことを要望しています。さらに、
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-坂本/片淵地区と文教地区間の回線速度が1.5Mbpsしかない

という問題もあります。運用上の工夫としては、 96年6月に地区毎に wwwキャッシユ

サーバを置き、また、近いうちに、参照用ネームサーバも地区毎に置く予定です。しかし

根本解決は回線の増速しかなく、そのためには回線経費負担が必要であり、全学的な検討

の場で決めていく必要があると思います。

一方、中長期的には↑20、いろいろな動きが考えられ、動向を見定めながら、部局 LAN

と基幹LANの両方の問題として(管理運用体制や経費を含め)、全学的に検討・対応してい

くしかありません。

そのうち避けられない動きとして、以下のものがあると思います0

・高度なマルチメディア通信利用

世の中の流行りということで(せっか三入った ATMを使うためにも)、テレビ会議シ

ステムのような特定の環境で高速な通信を必要とする利用の導入が要望されてくると

思います。

また、個人レベルでのマルチメディア化/ネットワーク化も進み、パソコンでのマルチ

メディアコミュニケーシヨン(テレビ電話?!)も普及するでしょう。その程度なら、ネッ

トワーク設備的には、今の NUNetのハードウェアで何とかしのげると思われます。

・さらなる高速化(マルチメディア通信の次にくるもの?)

問題はその先で、本当に個人レベルで 100Mbpsの帯域を必要とするような利用形態

t21が流行りだすと、既にパソコンやワークステーションには標準で 100Mbpsのイ

ンタフェースカードがついているので、とたんに、皆、 100Mbpsでの通信を求めはじ

めます。

個人がそういう使い方をするには、今のネットワークは不十分であり、さらなるハー

ドウェアの増強が必要となります。

・パソコン一人一台時代のネットワーク接続環境

パソコン一人一台時代になると、今の電話よりはるかに多いネットワーク接続口が必

要になります。どんどん情報コンセントを増設する、無線を使う、既存の電話回線を流

用する等、いろいろな方策が考えられますが、新しい形態が出てくると考えられます0

・セキュリィティの強化

インターネットが世の中に広まり、いろいろな問題が表面化してきました。一方では、

よりネットワークを重要な情報の交換にも使いたいというニーズもあります。法律的

な問題の見直しも進められているようで、従来までとは“ネットワークを取り巻く世

の中の状況"が変わることは必至で、大学も何らかの適切な対応を迫られると思われ

ます。

・次世代IP(IPv6)への対応

十20ネットワークやコンピュータ技術の進展は、とても筆者に正しい予測ができるとは思えませんが、、

tlよくわかりませんが、例えば、知識の分散協調のような環境??
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現行の TCP/IPの通信手順は、次世代のものへ移行させていくことが決定しています。

目的は、 IPアドレス空間の枯渇への対応、セキュリイテイの強化、性能の向上(特に実

時間アプリケーションへの対応)等があるようで、現行の IPしか使えない計算機、両

方使える計算機、新IPしか使えない計算機を共存した形での移行が可能だそうです。

しかし時期や今持っている機器やソフトへのメーカーの対応等、まだよくわからない

状態です。

これも、何らかの全学的な対応が必要になります。

また、別の観点から、 2つほどトピックスを上げると、

• SOHO(Small 0伍ceHome 0伍ce)の流れにより、 ISDN回線による自宅等からのアク

セスを大幅に強化する必要が出てくる可能性があります。

あるいは、 ADSL(AsynchronousDigital Subst:riber Line) t2等の高速回線交換サーピ

スが出現した時に、自宅と大学、インターネットと大学、の接続の形態が変わってい

くことが予想されます。

・モーパイルコンピューテイング/ワイアレスネットワーキングの流れにより、学内でも

無線LANの環境が要望されてくる可能性があります。

職員/学生が、ノートパソコンにバッテリーを付けて持ち歩くのが普通になると、メー

ルの読み書きぐらいは、教室や食堂の机でできる必要が出てくるわけです。

今後、大学での研究/教育活動にとって計算機チットワークはますます不可欠なものとな

り、まさに“ライフライン"とも言えます。しかし一方、技術的にも運用管理等の体制的に

もまだ発展途上であり、今後も大きな変化が繰り返されると思われます。

その中で、 NUNetを使いやすい安定したものにしていくためには、センターを含む全学

の協力体制が必要となってきます。皆様の御理解と御協力をいただけますよう、この場を

お借りして、よろしくお願いしたいと思います。
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十22既存の電話回線を使って数メガ bpsの通信速度を実現する技術。

-161一



参考資料:部局 LANの建屋、サブドメイン名、サブネットアドレス

• subdomは、右側の .nagasaki-u.ac.jpを省略したサブドメイン名

・sudnetは、左側の 133.45.を省略したサプネットアドレス

|部局 LAN 建屋等 I subdom I subnet 

本部事務局 本館 ?? 80 

保健管理セ 本館 hc 81 

医学分室 185 

生涯学習セ 本館 efC 82 

留学生セ 本館 IS 72 

環境保全セ 無機 ep 73 
本館 74 

地域共同セ 本館 JfC 248 

アイソトープ 本館 nc 234 

教育学部 本館 edu 168 

音楽棟 168 
衛星講義 170 
工学教室 171 
実践セ 171 
美術棟 171 
中学校 . 96 
小学校 97 
幼稚園 98 
養護 105 

経済学部 本館 (5，6F) econ 176 
/商科短大 本館 (1-4F) 176， 178 

大講義室 178 
東南ア研 177 

医学部 基礎 (4-7F) med 136 . 

基礎 (1-3F) 136， 137 
動物実験 136 
原研 137 
原爆資料セ 138 
講義実習棟 139 
講義実習室 139 
臨床講義 186 

医学部病院 本館 mh 184 
第 2臨床 184 
第 1-3中診 184 
精神棟 184 
医療情報 nh 187 

歯学部 教育研究 de 192 

基礎 192 

歯学部病院 本館 dh 144， 145， 146 
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工学部 共同 eng 9 

構造，社関 st， civil 10，11，91，121 
機械 mech 112，113，114，115 

120 

実習工場 120 

応化，材料 ch， mase 122 

電情 (2号館) ec 128，129，130，131 
152，153，154，155 
240，241，242，243 

薬学部 本館 ph 200 

/計測分析セ 薬草園 200 

水産学部 本館 6sh 208 
野母崎 209 

教養部 本館 la 216，217 
熱帯研 本館 tm 224 

動物感染 224 
図書館 本館 lb 160 

坂本 161 
片淵 162 

医療短大 本館 am 232 
総合情報セ センター内 cc 3，17，18，19，24，25 

27，48，49，50，51 
教養部 . 32，33，34，35 
地域共同セ 42，43 
図書館本館 40 

図書館坂本 106 
図書館片淵 107 
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